


























































































































Fh1 - -kl(3,1- a,2),
Fh, - -k23:2,












ml粛 - -kl(xl一〇2)-Cl(憲 一憲 ),(8)
d23:2
m23声-- -k232+kl(31-x2)
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小久保 雅｢ら /粘弾性モテルを恥 ､た着地衝撃シミュレ-ション
方程式と弾性要素が床に及ぼす力はそれぞれ,
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d3〇2
m31扇 ㌻ニ kー3 3+k2(苫2-33)









































Fhl･Fc1- -kl(xl-x2)-C1(i -慧 ),(38)
(上半身部分)
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Fig.15Theestima･tionofforceofsomebody-parts
impactedandputinrunning.
こる周期に着目して,その周期と質量の関係から粘弾
性定数を決定した.またその質量が m1-61.8【kg],
m2-2.2[kg]の時,床反力の波形を一致させることが
できたが,実際に質量要素m2が下腿部と同等の質量
をもつようにm1-59.4lkg],m2-4.6[kg]とした時
には,床反力の波形を一致させることができなかった.
次に 2つの質量要素と5つの粘弾性要素を用いた
身体モデル ⅠⅠでは,まず質量要素を m1-59.4【kg],
m2-4.6【kg]とした.そして周期と質量の関係から
身休上部モデルの粘弾性定数を算出し,これを基に他
の粘弾性定数を決定した.このモデルでは粘弾性要素
が増えたために,質量要素 m2に下腿部が含まれた場
令(m2-4.6[kg])でもシミュレーションすることが
できた.しかし,質量要素m2が大腿部まで含んだ場
令(m2=ll.0【kg])は,床反力の波形を一致させるこ
とができなかった.これにはm2の運動が受動的衝撃
部分の時間を越えるようになり,この影響を粘弾性要
素で抑えることができなくなったことが考えられる.
また 3つの質量要素と 5つの粘弾性要素を用い
た身体モデル ⅠⅠⅠでは,質量要素を ml-53.0[kg],
m2-6.4[kg],m3-4.6とした.身体モデル ⅠⅠと同
様の方法で粘弾性定数を決定し,床反力の波形を一致
させることができた.そしてこのモデルから各身体部
分に受ける力をある程度推定できると考えられる.
最後に,身体モデルⅠⅠの各質量要素に与えられる初
速度はほぼ同じであったのに対し,身体モデルⅠと身
体モデルⅠⅠⅠの各質量要素に与えられる初速度には多
少の差があった.これらの初速度の違いについては,
実験で身体の運動を解析することにより,実際の運動
に近い初速度を決定し,さらに身体モデルⅠⅠⅠの床と
質量要素をつなぐ部分を,身休モデル ⅠⅠと同形に変
更することで,よりよいシミュレー ションの結果が得
られると期待される.これは今後の課題としたい.
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